
 
国府小学校 学校だより 

７月号① 

令和８年７月１日 

 
７月の予定（再掲） 

日 曜 予  定 

1 水 委員会 下校１～4 年 14:45 
      ５・6 年 15:50 

2 木 校内研 下校２年以外 13:20 
      ２    年 14:25 

3 金 教材費再振替日 
4 土  
5 日 PTA 教育行政研修会 
6 月  
7 火 朝会 
8 水  
9 木 クラブ 

10 金 交 
11 土  
12 日  
13 月 下校 13:50 
14 火 プール納め     下校 13:50 
15 水           下校 13:50 
16 木 個人懇談 A①    下校 13:10 
17 金 交 終業式 給食終了 下校 13:30 
18 土  
19 日  
20 月 夏季休業(～8 月 31 日) 
21 火  
22 水  
23 木  
24 金  
25 土  
26 日  
27 月  
28 火  
29 水  
30 木  
31 金  

９月の主な行事（再掲） 

１ 火 交 始業式 給食開始  
短縮５h 授業 下校 13:30 

２～７ 短縮５h 授業 下校 13:50 
７ 月 チェロアンサンブルコンサート 
10 木 委員会 
15 火 個人懇談 B① 下校 13:10 
17 木 クラブ 
18 金 防災キャンプ 8:40～ 通知表渡し 
24 木 交・少年団 代表委員会 

※変更になる場合があります。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月になりました 
早いものでもう 7 月です。学期末となりましたが、今年は通

知表を２期制にしたことにより、余裕をもって授業を進めるこ

とができています。終業式まで２週間余り。最後までしっかり

がんばりましょう。 

＜自立へのステップ＞ 
教師になってウン十年、しみじみ感じている 

ことがあります。それは、どの子にも「学びど 

き」「伸びどき」があるということです。 

重軽の違いはあれ、課題は誰にでもあります。その課題に子

ども自身が向き合い、悩み、自分で考える経験は子どもをグン

と成長させます。でも、子どもが納得し、決断するまでには一

定の時間が必要です。数日の場合もあれば、数週間、数か月、

年単位の場合もあります。私たち周りの大人は、自分の安心や

早い解決を望むあまり、「○○してみたらどう？」と働きかけ

たり、「前も言うたろう。」「何回言うたらわかるが。」と叱った

りすることがよくあります。子どもにとっては「言われたから

仕方なくやっただけ」「叱られたからやっただけ」という気持

ちが強く、根本的な解決には至らないのではないでしょうか。 

子ども自身が決断し行動するためには、本人の気持ちが固ま

るのを待つだけではなく、「安心して挑戦できる」環境を整え

ることも必要だと考えます。そのために、 

① 本人が決断する事柄を用意すること 

② 本人が考えることができる一定の時間を準備すること 

③ 決断・解決に至らなくても、考え行動しようとしたこと

に意味があると伝えること 

が大切だと考えます。こうした経験の積み重ねが「自立」への

ステップにつながるのではないでしょうか。 

 「学びどき」「伸びどき」を支える大人でありたいものです。 

＜ご存じですか？「国民安全の日」＞ 
７月１日は ｢国民安全の日｣。一人一人が日

常生活のあらゆる面において、施設や行動の

安全について反省を加え、その安全確保に留

意し、安全を脅かす災害発生の防止を図るた

めに創設されたそうです。 

国府小学校では、学校の施設及び設備の安

全点検を毎月行っています。今回は 

東京の小学校での火災事故報道を受 

け、コンセントの確認も行う予定です。 

先月の中旬、全校音読集会がありました。国府小では「土佐

日記」の暗唱が伝統になっています。昨年度覚えた土佐日記を

各学年が披露しました。互いの成長を感じ拍手し合う素敵な音

読集会となりました。１年生はこれから取り組むため、「みん

なの声が大きくて上手でした。」「声がきれいでした。」と、感

想を発表してくれました。全校の前で堂々と発表できる１年生

に感心しました。 

土佐日記の暗唱を通して、こつこつ取り組ん 

だり、友だちの頑張りや良さを見つけ自分も取 

り入れようとくふうして学ぶことにつながった 

り、ふるさとの偉人について学んだり。国府小学校の「目指す

子ども像」に一歩一歩近づいています。 

こ・く・ぶの子ども 
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